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努力量の有効度を用いた以西底魚の選択操業の分析*
松 宮 義 晴
    Analysis of the Results of Selective Fishing 
on Demersal Fishes in the East China and Yellow Seas 
           by  Effectiveness of  Effort
Yoshiharu MATSUMIYA
   In order to analyze the results of selective fishing on demersal fishes in the East China and 
Yellow Seas, the effectiveness of effort was calculated from the catch and effort statistics by 
species and boat sizes. 
   The yearly variation in the effectiveness of effort from 1952 to 1975 showed that yellow 
croaker and cuttlefishes had a decreasing and increasing tendency respectively, after 1965. 
   In 1977, the material for subsidiary articles of diet (flatfishes, korai prawn, cuttlefishes and 
yellow sea bream) had a high value in the effectiveness of effort. The raw material for fish paste 
products (yellow croaker, hairtail, white croaker and lizardfishes) had a low value. The former 
was chosen as the target for the selective fishing. 
   The seasonal change in the effectiveness of effort for a large sized boat was greater than that 
of other size categories, and was quite variable by species. 
   The differences in the effectiveness of effort by tides were examined. During a spring tide, 
white croaker, flatfishes and lizardfishes had a larger value. The value of korai prawn and yellow 
croaker was larger during a neap tide.
一般に水産生物資源の変動傾向の把握や資源管理は
,
1網 平均漁獲量 に面積の概念 を加味 した資源量指数 を
基礎 として行われ てい る.以 西底魚漁業において は,
1952年 以来単位漁 区ごとに仕分 けされた漁獲量 ・努力
量統計 をもとに資源の動態に関す る重要な知見が得 ら
れている.
近年,以 西底魚の資源評価に関して,① 漁船 の大型
化な どに伴 う漁獲性能 の経年的向上(北 島,1972),②
意識 的に経済価値の高 い魚 を狙 う 黛選択操業"が 大 き
な誤差を生む要因 として挙 げられている.① について
は北島 ・大滝(1973)と 大滝 ・北島(1979)が 漁獲努
力量 を標準化 し,漁 獲性能の向上 を考慮 した資源量指
数 の修 正 を実施 してい る.② につ いて は大 滝 ・北 島
(1979)の 若干 の考察があるにす ぎない.
数多 くの生物資源 を対象 として いる以西底 曳網漁業
では価格の高い魚種 を狙い,細 かな漁場位置の選択や
網 口の高 さの調整 などをす るいわゆる選択操業が行わ
れている.こ の選択操業 による資源量指数の偏 りの是
正 は,現 在の重要な検討課題である.
本報告 は上記課題 の今後の端緒 を開 く目的で,努 力











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Yellow　sea　bream 1．12 0．87 0．97
Lizardfish 0．79 0．92 0．92
White　croaker 0．81 0．98 0．93
Yellow　croaker 0．69 0．60 0．85
Hairtai1 0．85 0．87 0．94
Flatfish 1．07 1．00 1．07
Cuttlefish 0．95 0．99 1．04





















































































































































































































































































































































































































































































































































































数多 くの生物資源 を対象 としている以西底曳網漁業
では価格の高い魚種 を狙 い,細 かな漁場位置の選択や
網口の高 さの調整な どをす る選択操業が行われている.
近年では漁獲の主対象がつぶ し物か ら総菜物に変化 し
ている.こ こでは多 くの期 間別漁区別魚種生物種項 目
別船型別の漁獲量 ・努力量統計 を用い,値 が大きいほ
ど対象魚種 を狙 って操業 してい ることを意味する努力
量の有効度 εを計算 し,以西底曳網漁業 における選択操
業の実態 を分析 した.
(1)1952年～1975年 の努力量の有効度の経年変化 をみ
ると,つ ぶ し物であるキグチは1965年 以降急激に低下
し,総 菜物のイカは逆に上昇 している.
(2)年ご との努力量の有効度の季節変化 は,1965年 ま
で はどの魚種 もεの増大の 山 と盛漁期が一致 してい
る傾向がみ られた.
(3)1977年の船型別資料によると,総 菜物であるヒラ
メ ・カレイ,タ イショウエ ビ,イ カ,レ ンコダイの努
力量 の有効度の値 は大 きか った.つ ぶし物であるキグ
チ,タ チウオ,シ ログチ,エ ソの値 は小 さ く,特 にキ
グチは どの船型で も最低値 であ った.
(4)1977年の大型船 における努力量 の有効度の季節変
化は大き く,魚 種間の差異 も顕著である.中 型船 と小
型船は季節変化,魚 種間の差異 とも小 さい.
(5)潮の大 きさ別の資料(1977年)に よると,シ ログ
チ,ヒ ラメ ・カレイ,エ ソは大潮時に,タ イシ ョウエ
ビ,キ グチは小潮時 に選択操業の度合が高 まる.レ ン
コダイ,イ カ,タ チ ウオは潮の大 きさ と関係が薄 い.
(6)農林 漁区 ごとに計算 した努力量 の有効度 と曳網回
数 の漁場分布 を例示 し,選 択操業の実態 を把握 した.
1977年1月 中旬の大型船 はタイシ ョウエ ビ,中 型船は
イカを,7月 下旬～8月 上旬の大型船 はキグチ,中 型
船 はエ ソを狙 った選択操業 を行っていた.
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